
 

 

 

コロナ禍における福祉部自治会活動についてのアンケート 

※コロナ禍が収まれば開催が最多で、中止、開催と続き、消極的な意見が多数を占めています

が、参加経験のある方の回答では、開催してほしいが増えています。 

 

● 今年度はコロナ禍で下記の行事を開催していません。どのように思われますか？ 

アンケートの回答・回収にご協力いただき、ありがとうございました。集計がまとまりましたので、

要約ではございますが、ご報告させていただきます。（回答数：204） 

梅田町自治会 福祉部 

 主な意見  

( 消極的な意見 ) 

・万一感染者が出たら大変なので、大人数の行事はしばらく控えた方がよい。 

・クラスターが発生した際に責任が大きく、マスコミにも騒がれるリスクがある。 

・不要不急のように思う。将来の為の自粛を！ 

( 積極的な意見 ) 

・高齢者家族は他者とのふれあいの機会がないので、開催して欲しい。家でひとり過ごすのは寂しい。 

・一度開催してみてから、評価すればよい。 

・他自治会でも実行されている「百歳体操」を希望する。 

・参加者自身の「自己責任」で参加すればよいのでは？ 

＜ まとめ ＞ 

開催してほしいという声もあるものの、慎重な意見が大半をしめています。よって本年度のカフェサロンは 

中止としますが、自治会員には会館を貸出しますので、交流の場として有効活用してください。 

 また、コロナ禍がいつまで続くのか分からない中、高齢者の心のケアをすることも重要であると考えております。 

参加者の要望に応えて百歳体操を取り入れるなど、感染対策を十分に行った上で２月のすこやかサロンは実施する方向


